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　１年間幹事という重要な役を務めさせてい
ただき、本当に有難うございました。
　日々送られてくる国際協会やキャビネット
事務局からの連絡事項に目を通しながら、会
の運営には多くの方々が関わり、会員相互の
協力がなければ運営出来ないことが解りまし
た。入会してから通常の活動が制限される時
期が長く続きましたが、本年度はほぼ通常通
り運営がなされたことは幸いでした。若草学
園さんとのさつまいも掘り、鳥取こども学園
さんとの卓球大会、新見市方面へのエクス
カーションなど、本当にたくさんの楽しい思

幹事退任の挨拶
幹　事　濱　田　泰　彦　

い出が出来ました。そして西尾地区ガバナー
と共に25年ぶりの鳥取市での地区大会を経験
させていただいたことも忘れられない思い出
です。何かと慌ただしい１年間でしたが終
わってみるとあっという間の１年間だったな
あと思います。そして会員の皆さんが一個人
として奉仕活動に参加されていることが本当
に尊いと思いました。
　今年で創立66周年を迎えた伝統ある鳥取ラ
イオンズクラブが70周年に向けて更なる歴史
を創って行かれることを期待しています。

　コロナ禍が収まらない１年でしたが後半は
何とか収束が見えてきて少しは夜間例会も開
催できるようになりましたし、何よりも西尾
ガバナーの下で年次大会が前夜祭も含めて盛
大に無事終了しましたことが今年度の成果だ
と思いました。実行委員長のＬ山名・大会委
員長のＬ岡田の指導の下で会員の皆様のご協
力あっての成果に感謝・感謝でした。
　ただ１年間を振り返ると私自身あまり活動
もできていませんでしたが濱田幹事・小林計
画委員長・民木第一副会長・各委員長を始め
会員の皆様の多大なるご協力をいただきまし

任期終了にあたって
会　長　福　田　秀　章　

て任期を終えることが出来ました。本当にあ
りがとうございました。
　コロナも第５種になりましたのでこれからは
アクティビティも開催が出来ると思いますので
次期松本会長の下でしっかり参加していこうと
おもっておりますので宜しくお願い致します。
　後会長挨拶でお話ししたポレポレクラブの
アクティビティ支援が出来ればと考えており
ますので今アクションを起こしておりますの
で具体化しましたら皆様のご協力よろしくお
願いします。
　本当に１年間ありがとうございました。
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　地区ガバナー退任にあたり、ひとことご挨
拶させていただきます。
　私が地区ガバナーに就任して以来、クラブ
の皆様には色々とご協力を頂き本当に有難う
ございました。振り返ってみれば、あっという
間に過ぎ去った１年であったと感じています。
　本年度は、地区ガバナーとして、ブライア
ン・シーハン国際会長のメッセージ“Together 
We Can”のもと、○ライオンズの輪を広げる、
○財団の活力を保つ、○奉仕の目標を高く持
つ、○地域社会の代弁者になる以上４つの国
際会長優先実施項目の実現に向け、地区アク
ティビティスローガンを“地域に寄り添い　
未来に繋げる　新たな挑戦”として、やがて
収まるであろうコロナ感染症の次を見据え、
地区の重点取組み目標を○今年度よりスター
トしたGMAを成功させ、会員の増強と地区
の活性化を図る、○新しい奉仕の発見、拡充
によるクラブの活性化を図る、○LCIFの継
続的な支援、○楽しいクラブづくりとして活
動して参りました。
　この中でも本年度、特に力を入れて取組む
べき目標でありました会員増強とLCIFへの
支援については、ご存知の通り、満足の行く
結果とはなりませんでした。
　会員増強につきましては、地区の活性化を
図り、奉仕の輪を広げるためにも、ここ６年
間続いておりました、年間150名におよぶ会
員減少に歯止めをかけ、なんとか30名の会員
増強を目指しました。その結果、多くのクラ

　地区ガバナー退任のご挨拶
336-B地区ガバナー　西　尾　愼　一　

ブの皆様にご理解を頂き前向きに取組んで頂
きましたものの、現状の推移を申し上げます
と、期首会員数2,461名に対し、４月末現在
2,460名で、差引き１名の減少となっており
会員減少傾向に多少は歯止めが掛かったので
はと思われますが、例年、期末に向けて退会
者が増加する傾向があり、今後さらなる努力
が必要となります。
　もう一つ、LCIFへの献金についてであり
ますが、キャンペーン100は昨年終了しまし
たものの、あらゆる分野で国際規模の支援活
動は続いており、私たちが国際協会の会員で
ある以上、世界にむけて活動しているLCIF
へ支援する事は大きな奉仕の一環であると思
います。そのような中、今年度は、地区全体
で20万＄の献金目標に対し、大幅に下回りそ
うな状況で推移しており、達成率は全国35の
準地区の中で最下位となっています。LCIF
への献金が皆様にご理解いただけなかったこ
とに対し、私の努力不足を大いに反省し、大
変申し訳なく思っております。
　さて、本年度は2019年度より蔓延しました
コロナウイルス感染症の第７波、そして第８波
の影響もあり、昨年、一昨年とまでは行かな
いまでも、私たちの活動に少なからず影響が
ありました。その様な中、皆様のご協力により、
公式訪問や、周年事業、そして研修会、各種
会議などの計画した事業、そして締めくくりの
年次大会も滞りなく実施できたと思います。
　皆様の献身的なご協力に感謝申し上げたい
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と思います。
　さて、もう一つ、目標に掲げていたのが、“楽
しいクラブづくり”であります。
　それを実践すべく、“調和と融合　明るく
楽しく　元気よく”をガバナースローガンと
して取組んで参りました。
　ここ数年来、続いておりました不協和音に
終止符を打ち、前に向かって進むこと、それ

こそが私たちが
結束を深め、次
の 世 代 に 明 る
く・楽しいライ
オンズを引継ぐ
ためには重要で

あるとの思いでありました。
　結果として、完全とはなかなか参りません
でしたが、ある程度のケジメがついたのでは
ないかと思っており、関係者の皆様には、何
かと不愉快な思いをさせたとは思いますが、こ
れでなんとか、良い形で次の藤井ガバナーに
繋げていけるのではないかと思っております。
　最後になりましたが、この１年間ご指導いた
だきました諸先輩、献身的にご協力いただき
ましたキャビネットの皆様、年次大会の運営
にご協力頂いた皆様、地区すべての会員の皆
様、そして鳥取ライオンズクラブの会員の皆
様に感謝申し上げ挨拶とさせていただきます。
　ありがとうございました。

　「未来に繋ごうライオンズの輪　鳥取の地
から」の年次大会スローガンの下、第69回地
区年次大会を開催することが出来ました。会
員の皆様には多大なご協力を頂き開催できま
した事感謝を申し上げます。
　５月11日には大会実行委員会が開催され大
会の総括と会議後の懇親会が行われました。
　記念ゴルフ大会・前夜祭・大会式典など各

　地区年次大会委員長退任挨拶
年次大会委員長　岡　田　幸一郎　

担当部会長の皆さんが大きなミスもなく概ね
計画通りに進み参加者からも良い大会だった
と評価して頂いた事など報告され、大会は成
功裡に終わったと思いました。私は年明け以
降、会社の方が年度末の事もあり、なかなか
大会準備に身が入らず西尾ガバナーや山名実
行委員長そして事務局の野田さんに任せっき
りで本当に申し訳なく思っております。
　最後になりますが地区大会を担当したこと
で７Ｒでの輪を感じることが出来たこと、そ

して各クラブの活性化に
繋がる大会になったと
思っています。皆様のご
協力に深く感謝申し上げ
ます。ありがとうござい
ました。
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　800名が集う地区年次大会を終えてホッと
しています。一番不安だったのは、こんなに
大人数が集まる大会を経験したことがなく、
例えば弁当800個がどれくらいの量になるの
か想像も出来なかったことです。量は質を変
えると言いますから、50人の会合を完璧にこ
なした経験があっても、そこで積み上げたノ
ウハウは役に立たないということです。特に
頭を悩ましたのは、駐車場の問題でした。意
外にも「とりぎん文化会館」は、大型バスの
駐車場は、２台分しかありませんでした。さ
らに中型バスやマイクロバス用の駐車場も不
足していました。そこは知恵を出し合って乗
り越えることが出来ました。屋内での催しで
すが、お昼のお弁当がありますので、雨天を
考えて昼食会場も押さえました。結果的には

地区年次大会を終えて
大会実行委員長　山　名　立　洋　

正解だったと思います。このような大きな大
会では、事前に想定できることは、例え無駄
になっても準備しておくことが大切だという
ことが良くわかりました。貴重な経験をさせ
ていただいたことに感謝申し上げます。

　４月16日に第69回地区年次大会が開催。約
四半世紀ぶりに鳥取で行われるビッグイベン
トでしたが、無事成功裡に終えることができ
ました。
　自分はライオンズ経験値数ヶ月のルーキー
でまだまだ知らないことが多く、この大会の
目的、主旨、また何をすれば良いのだろうか？
ご迷惑をおかけしないだろうか？等開催まで
悶々とする日々でしたが、諸先輩方のご指導、
的確なご指示を受けながら、なんとか事前準
備、当日の役割を果たすことができたように
思います。

　 今 回 の 大
会を通じて、
ウィサーブ、
ライオンズ精
神、魂を改め

地区年次大会
会　計　石　橋　　潤　

て認識させられました。また、事前準備、当
日は立ち仕事が多く、自分は疲労困憊でした
が、全くそのようなそぶりも見せず、能動的
且つ精力的に動き回れていらっしゃった諸先
輩方に驚愕！体力の重要性も改めて認識させ
られました。
　このような大会に参加させていただいたこ
とに感謝すると共に、引き続き地域に、世界
に様々な形で貢献していきたいと強く思って
おります。
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　令和５年２月28日（火）18時より、２月第
２例会が鳥取ライオンズクラブ結成66周年記
念と併せて夜例会として16名の参加で行われ
ました。
　福田会長のご挨拶に続き指名委員会田賀委
員長より次期地区役員の推薦についての報告
がありました。

　結成66周年記念例会につきまして
　　中　尾　大　蔵　

　・次期７R-1Z.ZC　　　 　福家成夫様
　・次期規定策定委員長　　西尾愼一様
　　２月17日（金）７R-1Z.ZCへ提出
　続いて、当クラブの次期会長に松本匡司郎
様、幹事に中尾との報告もありました。また
福家副幹事より幹事報告があり引き続き懇親
祝賀会へと移りました。今回はチャリティー
オークションが開催され皆さんが色々品定め
をされながら、意中の品へ想いを込めて札入
れをされました。そしていよいよ開札が行わ
れ狙い通りに１番札で商品を手中に納められ

　鳥取ライオンズクラブの副会長を退任する
にあたり、ひとこと御礼を申し上げます。
　副会長を拝命してから１年間、コロナ禍によ
りやむを得ずクラブ活動を規制しましたが、一
定の事業活動を行い、成果を挙げたものと考
えております。これは、会員皆様のご支援、ご
協力のたまものと、深く感謝いたします。コロ
ナも最近やっと逓減の傾向であり、今の事業
活動が積極的に進められることを期待します。
　今年度の当クラブ事業のなかでも特筆すべ
きは、第69回の地区年次大会が鳥取市におい
て開催されたことであります。ホストクラブ
の１つとして、当クラブもその準備を行いま
した。私自身は、大会前の数日間だけお手伝
いをしただけですが、西尾ガバナー、岡田大

会委員長、山名大会実行委員長をはじめとす
る大会役員及び関係者のご努力とご苦労は並
大抵のものではなかったと想像いたします。
この大会に当初から携われた皆さまに、心か
ら感謝と敬意を表します。この大会は盛大か
つ成功裡に終了しましたが、これはひとえに、
これまでの努力と苦労のたまものであったと
考えています。今回の成功体験は、これから
の当クラブの運営や事業活動に、必ずやいか
されていくものと、確信いたします。
　さて、未熟な私ではありましたが、みなさ
まのおかげで副会長の職務を、大過なくやり
遂げました。みなさまのご協力、ご支援に重
ねて感謝と御礼を申し上げまして、退任のあ
いさつとします。

　副会長退任のあいさつ（御礼）
　　民　木　一　美　
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事務局だより
ドネイションありがとうございます

Ｌ西尾　愼一　地区年次大会、前夜祭では皆様に
ご協力頂きます。大変だとは思い
ますが、宜敷くお願い致します。

Ｌ岡田幸一郎　６LC親善チャリティゴルフ大会
でメンバーに恵まれ準優勝しまし
た。団体、個人ともに。

Ｌ細田　泰造　この度、父の葬儀に多くの方にご
会葬を、またご香典を頂き有難う
ございました。厚く御礼申し上げ
ます。鳥取LCの益々のご発展と会
員の皆様のご健勝を祈念致します。

Ｌ西村　省二　Ｓ２６年５月２１日
Ｌ髙野辰二郎　Ｓ　９年５月２２日
Ｌ小林　紀子　Ｓ４７年５月２６日
Ｌ杉浦為佐夫　Ｓ２４年６月　７日
Ｌ中川　貴禎　Ｓ３９年６月１０日
Ｌ中井太一郎　Ｓ３９年６月１１日

▽２月27日（月）　第３回ガバナー諮問委員会
　於）白兎会館　会長・幹事　出席
▽２月28日（火）　第２例会
　結成66周年記念例会
　チャリティオークション開催
▽３月７日（火）　計画委員会・ＭＣ委員会・理事会
▽３月11日（土）　「会員増強退会防止セミナー」 於）岡山

▽３月14日（火）　第１例会
◦指名委員会（議事録参照） 委員長　田賀和明

〈幹事報告〉 幹事　濱田泰彦
・ 地区役員・委員ならびに三役・事務局名簿作成

3/31提出
・第１回全国特別支援学校フットサル大会
　記念誌（田賀）
◦計画委員会 委員長　小林紀子
・２月第２例会（結成66周年）決算報告
▽３月17日（金）　第69回地区年次大会
　（第三回実行委員会）
▽３月18日（土）　第４回キャビネット会議
　於）ホテルニューオータニ鳥取
 ガバナー年次大会委員長　出席
▽３月28日（火）　第２例会
・第69回地区年次大会 実行委員長　山名立洋
　４月15日（土）　年次大会準備
　於）とりぎん文化会館
　 ４月16日（日）　地区年次大会　大会登録者

24名　前夜祭17名
◦第４回キャビネット会議報告
 　年次大会委員長　岡田幸一郎
▽４月４日（火）　計画委員会・ＭＣ委員会・理事会
▽４月11日（火）　第１例会

〈幹事報告〉 幹事　濱田泰彦
◦ ４月12日（水）　日本ライオンズ第２回ＧＡＴ報告会
◦ ４月20日（木）～ 24日（月）　300-Ｅ1地区（台

湾・高雄）年次大会
◦ ４月３日（月）　第69回地区年次大会　第４回

実行委員会報告 年次大会委員長　山名立洋

お誕生日おめでとうございます

た方、あるいは２番札以降で商品を得られな
かった方または続けて商品を納められた方な
ど、いつものように和やかで楽しい雰囲気の
中で終了致しました。
　また本年４月16日には第69回地区年次大会
が鳥取で開催されますが、進行に支障をきた
さないよう７R全クラブが意思の疎通を図り

ながら、必ず大会が盛会かつ盛大に成功する
ように協力をしていきたいと思います。
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令和５年５月～令和５年６月行事予定

336-B地区　アクティビティ・スローガン 2022 ～ 2023           

『調和と融合　明るく・楽しく・元気よく』
地区ガバナー・スローガン
地域に寄り添い　未来に繋げる新たな挑戦

月 日 曜 行　　事

6

6 火 計画委員会・理事会
MC委員会

10 土

7R-1Z･6LC親善チャリ
ティゴルフ大会
於）旭国際浜村温泉ゴ
ルフクラブ 湖山コース
糖尿病予防講演会
於）鳥取県立福祉人材
研修センター

11 日 336複合地区第69回年次大会
於）福山市

13 火 第１例会

15 木

7R-2Z現・次期三役予備
会議（引継ぎ会）
於）倉吉シティホテル
336複合地区 第５回ガバナー
協議会･役員連絡会議
於）岡山

19 月
7R-1Z現･次期地区役員・
委員･会長・幹事予備会
議（引継ぎ会）
於）鳥取シティホテル

27 火 第２例会

月 日 曜 行　　事

5

2 火 計画委員会・理事会
MC委員会

9 火 第１例会

13 土
指導力育成次期役員研
修会
於）岡山商工会議所

20 土 次期ZC研修会
於）岡山商工会議所

23 火 第２例会　

25 木
さつま芋農園（マルチ・
苗植付け作業）
於）船越農園

28 日
鳥取中央LC認証60周年
記念大会
於）ホテルモナーク鳥取

6
3 土

次期クラブ三役研修会
於）山陽新聞さん太ホール
砂丘LC記念ゴルフ

4 日
鳥取砂丘LC認証35周年
記念式典
於）白兎会館

MC委員としては最後の風紋発行となりました。今期は西尾ガバナー誕生に伴い、鳥取ライ
オンズクラブが大いに盛り上がった一年ではなかったでしょうか。特に年次大会での皆さ

んの結束力を改めて再確認させられました。「どうする〇〇」ではなく「これでいきます〇〇」と各ラ
イオンがいかんなく「We Serve」を発揮された大会でした。皆さん本当にお疲れ様でした。

編集後記

今月の表紙　　 題　字 　会　長　福田　秀章　　　 表　紙 　紫陽花
　アジサイは七変化と言われるように、咲いている途中でも色が変化します。アジサイの花の色を
左右する重要な物質は土中に含まれるアルミニウムです。アジサイはデルフィニジン（アントシア
ニン系）という色素をを持っており、アルミニウムと結びつくことで青色になり、アルミニウムが
少ないと赤色になります。土が酸性だと青くなるというのは、酸性だと土中のアルミニウムが溶け
出しやすいということです。一方アルカリ性だと溶け出しにくくなります。雨が降ったり水を与え
ているうちに、微妙に土壌のphが変化することで色が変わります。白いアジサイはデルフィニジン
という色素を持っていないので、色がつくことはありません。咲きはじめはキャベツのような薄い
緑色をしていますが、成長すると真っ白になります。品種はアナベルと言います。 山名　立洋

断捨離とミニマリストについて考える
� �　福　家　成　夫　
　断捨離（だんしゃり）とミニマリストは、いず
れもシンプルで無駄のない生活を目指す考え方
ですが、それぞれに特徴や違いがあるそうです。
　断捨離は、不要な物を手放して、心身の整
理を行うことで、整理された空間や物の中で、
心の負担を軽減し、気持ちの安定を促進する
みたいです。断捨離の手法としては、一度に
大量の物を整理する「一気に断捨離する方法」
と、少しずつ整理していく「徐々に断捨離す
る方法」などがありますが、私の場合は一気
に片付ける方が性に合っています。
　一方、ミニマリストとは「最小限の（minimal）」
から派生した言葉で、必要なものを最小限に
減らして生活する人を指した言葉だそうで
す。不要なものを減らすという行為を指す断

捨離とは異なり、本当に必要最低限のものだ
けを所有して生活するというスタイルになっ
ています。私なりに解釈すれば、必要最低限
の物だけを手元に残し、すっきりとした空間
を保つことで、精神的な充実感を得ることを
目指すことではないかなと思います。
　それぞれには共通する効果は色々あるそう
です。例えば、ストレスが軽減する、健康的
になる、節約になる、自分を見つめ直すこと
が出来る、時間に余裕が生まれる、部屋の片
づけ時間の短縮になる、感性が研ぎ澄まされ
るなど。本当か（笑）（笑）
　さあ、どちらのアプローチが自分に合って
いるかを考え、皆さんも取り入れてみてはい
かがでしょう。


